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～はしがき
地球規模で環境保護が問題となっており､中でも二酸化炭素や窒素酸化物の排出による
地球温暖化および大気汚染の問題解決が重要となっている｡これらの解決策として､自動
車､航空機､鉄道車両などの輸送機械用材料の軽量化が挙げられる｡車両重量1%の軽減
により､約1%の燃費が向上すると言われている｡材料の軽量化を図る場合､最も重要な
ことは機械的性質の低下を起こさないことにある｡金属材料において､軽くて強い高比強
度材料の開発を目指す時に用いる基盤元素として､低比重のM臥Al､Tiが挙げられるが､
地球資源の豊富さと価格の点でAlが最も有望視できる｡
通常､実用Al合金の開発目標値は､ (1)室温強度が700MPa以上､ (2) 573Kで100
hr保持後における耐熱強度が300MPa以上､ (3)耐摩耗性が鋳鉄以上､および(4)比
強度が245 MP免/g/cm3以上と言われている｡本研究課題でも､この目標に向かって研究を
行った｡
液体急冷法は容易に機械的性質などが調べられる試験形状を持ったリボン材の作製が出
来､高強度･高耐熱強度を持つAl合金の組成探査には最適であるo申請者らは液体急冷法
により､ 1992年には引張破断強度が約1350MPaを示すfcc-Al相中にナノ準結晶粒子が分
散したAl･Mn-CeおよびAl･Cr･cc･Co合金､ 1995年には引張破断強度が約1400MPaを示
すfcc-Al相中にナノ非晶質粒子が分散したAl･V･FeおよびAl･Ti-Fe合金の開発に成功して
いる｡これらの引張破断強度は､商用合金の中で最高強度を示す超々ジュラルミン(7075･T6
合金)の2倍以上である｡また､液体急冷法で最高強度を示した合金組成を用いて､さら
に粉末冶金法で､ 1997年には引張強度が585 MPaを示す準結晶粒子分散Al･VIFe合金粉
末冶金材(押出し温度: 423K)､ 1998年には引張強度が約660MPa､ 573Kで100hr保
持後の引張強度が約350 MPaを示す準結晶粒子分散Al･Fe･Cr･Ti合金粉末冶金材の開発に
成功している｡これら液体急冷法および粉末冶金法で作製した材料の強化機構を明らかに
することは､今後の高強度Al合金の開発に重要な知見を与えると考えられる｡
本研究の目的は､ (1)液体急冷法によりナノ粒子を制御したAl合金の開発､ (2)
引張破断強度が1400 MPaを超えるナノ粒子分散Al合金の開発､ (3)引張破断強度
が1400 MPaを超える急速凝固したAl合金の開発､ (3)粉末冶金法による準結晶粒
子分散Al合金粉末材の開発とその機械的性質を調べる､ (4)強化機構を明らかにする
ために､ナノ粒子分散Al合金の透過電子顕微鏡組織を調べる､および(5)本開発ナ
ノ粒子分散Al合金の強化機構を分散強化理論に基づき解明することである.
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